
町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは34ページに掲載しています。

　
精
華
町
商
工
会
主
催
の
第
４
回
せ
い
か
夏
祭

り
が
７
月
30
日
㈯
、
け
い
は
ん
な
記
念
公
園
の

芝
生
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
せ
い
か
音
頭
や
河
内
音
頭
な
ど
に
よ
る
盆
踊

り
、
京
都
廣
学
館
高
等
学
校
ダ
ン
ス
部
の
演

舞
・
少
林
寺
拳
法
部
の
演
武
・
吹
奏
楽
部
に
よ

る
演
奏
の
ほ
か
、
来
場
者
参
加
型
「
○
×
ゲ
ー

ム
」
な
ど
模
擬
店
も
軒
を
連
ね
ま
す
（
ア
ル

コ
ー
ル
販
売
あ
り
）。

　
時
間
は
午
後
４
時
～
８
時
30
分
で
す
。
な
お
、

会
場
へ
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ｑ
精
華
町
商
工
会
事
務
局
ｔ
94

－

５
５
２
５�

▼
時
間　

�

午
後
５
時
30
分
～
８
時
30
分
（
雨
天

時
は
延
期
）

▼
場
所　
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
日
時
計
広
場

ｑ�

㈱
け
い
は
ん
な
内
「
け
い
は
ん
な
日
時
計

レ
ー
ザ
ー
の
会
」
ｔ
95

－

５
１
１
８

　日本では、「外人」という言葉は他の国から来た人の呼び
方としてよく使われています。私の意見では、ほとんどの
日本人は悪い意味を持たず「外人」という言葉を利用してい
ると思います。確かに、明らかに言いにくい「外国人」より
簡単で言いやすいとは私も思っています。しかし、「外人」
と呼ばれるのが嫌と思っている外国人がいることをご存じ
でしたか。
　理由はさまざまです。「外国人」を「外人」に省略して言う
のを失礼と思う外国人がいます。そして、ただ悪い意味で
使うことが多いと思う外国人もいます。私の意見では、一
番大事な理由は「外人」の使い方です。
　電車を乗る時や大阪などの都会で歩いている時、何かが
変か、友達が変なことをしていることを示すように「それ
めっちゃ外人っぽい」とか「あんた外人ですか？」というよ
うな表現をよく聞きます。
　「外人」という呼び方が悪くないと思う私でもそういう使
い方がきつく感じます。「外人」になることが悪いと思って
いるように感じます。その人は外人が嫌いじゃないとは分
かっているけど、他の外国人は「外人」という呼び方が好き
じゃない理由は少なくとも分かります。
　結局、「外人」というのは日本出身ではない人で、日本を
除いていてもこの世界では70億人が住んでいるから「外
人っぽい」は「70億人と似ている」と言う意味があります。
ま、確かに人間だから似ていますね！

In Japan, the word "gaijin" is used frequently to 
refer to people from other countries.  In my opinion, 
most Japanese people use the word "gaijin" without 
any negative meaning behind it.  It is simply an 
easier way of saying the word "foreigner" which 
admittedly is a little bit difficult to say.  However, 
did you know that some foreigners do not like to be 
called "gaijin"?

There are various reasons for this.  Some 
foreigners feel that abbreviating "gaikokujin" to 
"gaijin" is disrespectful.  Others simply think that it is 
a derogatory term.  In my opinion, the biggest reason 
though is because of the way that the word "gaijin"  
is used.

Often times when I am riding the train or walking 
around a crowded city street like in Osaka, I will 
hear people say things like "That is really gaijin-like" 
or "Are you a gaijin?" usually as an expression to 
show that something is strange or someone is doing 
something strange.

For me, even though I don't mind being called 
"gaijin" hearing things like that still bother me.  It 
makes me feel like some Japanese people think being 
a "gaijin" is a bad thing.  I know those people don't 
actually believe that, but I can definitely understand 
why other foreigners don't like being called "gaijin".

In the end, a "gaijin" is someone that is not from 
Japan, and there are 7 billion people living outside 
of Japan, so "gaijin-like" means you are similar to 7 
billion people.  I guess we are all human!

道なき未知へ
To the Untrodden Unknown

The Word "Gaijin" 「外人」という言葉

 第11代国際交流員コラム 

第 23 回

ビロス・ジェイコブ Jacob Biros
米国オクラホマ州スティルウォーター市出
身。1990年１月19日生まれの26歳。町役
場では、多文化共生や国際理解など、まち
の国際化の仕事を担当。

世界の地図 大勢の人

●
同
時
開
催
「
第
７
回　
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
の
夕
べ
」

　
▼
料
金　
無
料

　
▼
時
間　

�

第
１
部
：
午
後
６
時
～
６
時
40
分

第
２
部
：
午
後
７
時
～
７
時
40
分

　
▼
出
演　

�

西
脇
千
花
、（
ボ
ー
カ
ル
）
杉
浦

潤
（
ピ
ア
ノ
）、
石
井
孝
宏
（
ベ
ー

ス
）、
木
曽
稔
之
（
ド
ラ
ム
）

　
▼
内
容　

�

Ｌ
・
Ｏ
・
Ｖ
・
Ｅ
、Take the 

A
 train

ほ
か

　
▼
場
所　
ホ
ワ
イ
エ

ｑ�

㈱
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
・
プ
チ
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会
ｔ
95

－

６
１
２
８

記
念
公
園
で
夏
祭
り

7
30

8
5

レ
ー
ザ
ー
見
上
げ 
夏
の
夕
べ

「
と
ど
け
北
極
星
に
！
け
い
は
ん
な
の
光
２
０
１
６
」

　精華町商工会は９月末、町内で使える「プレミアム商品券」を販売します。
　今回はプレミアム率が10％で、１万円で商品券を購入すると、１万１千円分のお買い物ができます。１世帯あ
たりの購入上限額３万円では、３万３千円分のお買い物ができます。
　ただし、商品券が使用できるのは来年１月中旬までの予定です。
　プレミアム商品券の購入には事前に申込が必要で、定員を上回った場合は抽選となります。申込方法や発行規
模、商品券が使えるお店についてなど、詳しくは８月に配布するチラシをご覧ください。
ｑ精華町商工会事務局ｔ94－5525

今年もやります　精華町商工会

プレミアム商品券販売！
～ 10月から使える！プレミアム率10％！～

全メーカー電化・OA･石油・ガス製品・
太陽光発電・増改築からエクステリア
まで各種工事。

木津川店

ハウスクリーニング

広 告　

精華町商工会キャラクター
華ちゃん

　
自
然
と
科
学
の
共
存
を
目
指
す
学
研
都
市
の

シ
ン
ボ
ル
「
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
日
時
計
広

場
」
で
の
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
８
月
５
日

㈮
、
開
か
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
向
け
縁
日
の
ほ
か
、
屋
台
も
出
店
し

ま
す
。

July7 July 6

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災

催事・募集
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　広 告（掲載内容については各広告主にお問い合わせください）

電化製品の販売は
していません。
お困り事のみ承ります。
お待ち申し上げます。

電化製品の販売は
していません。
お困り事のみ承ります。
お待ち申し上げます。

エアコン取付工事
5,500円より
（６畳用、2.2Kの場合）
※４Ｋタイプでも１万円！

看護師24時間常駐

〒619－0213 京都府木津川市市坂六本木76 お客様相談室
フリーダイヤル 0120－26－3410 http://suncity-kizu.jp

介護が必要な方へ
（入居時要支援・要介護）同一敷地内に診療所（別法人）がある安心

資料請求・お問合せ・ご見学　随時受付中

手厚い人員体制

介護付有料老人ホーム

今
回
は
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
に
関
す

る
相
談
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
Ｑ
〉

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
交
流
サ
イ
ト
で
知
り

合
っ
た
女
性
に
誘
わ
れ
て
、
街
で
会
う
約
束
を

し
ま
し
た
。
楽
し
く
話
を
し
た
後
で
、
彼
女
か

ら
「
私
は
ア
ク
セ
サ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を

し
て
い
る
の
で
、
一
緒
に
見
に
来
て
ほ
し
い
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
つ
い
て
行
く
と
、
事
務
所
の
一
室
で
商
品
を

見
せ
ら
れ
、「
こ
れ
は
き
っ
と
ア
ナ
タ
に
似
合

う
わ
」
と
、
30
万
円
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
勧
め

ら
れ
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
高
価
な
の
で
断
っ
た

の
で
す
が
、「
大
丈
夫
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ら
毎

月
９
千
円
で
い
い
か
ら
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
困
っ
て
い
た
ら
、
彼
女
の
上
司
と
い
う
男
性

が
出
て
き
て
、「
今
日
は
特
別
に
25
万
円
に
し

て
お
く
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
断
れ
な
い
雰

囲
気
の
中
、
早
く
帰
り
た
か
っ
た
の
で
、
仕
方

な
く
サ
イ
ン
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
購

入
を
取
り
や
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。（
20
歳
代
男
性
）

〈
Ａ
〉

　
こ
の
よ
う
に
、
販
売
目
的
を
隠
し
て
呼
び
出

し
て
勧
誘
す
る
こ
と
を
“
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト

セ
ー
ル
ス
”
と
言
い
、
異
性
か
ら
声
を
か
け
る

も
の
は
“
デ
ー
ト
商
法
”
と
も
言
い
ま
す
。

　

帰
り
た
か
っ
た
の
に
帰
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
な
ど
、
問
題
の
多
い
契
約
で
20
歳
代
の

方
々
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
法
定
書
面
を
受
け

取
っ
て
か
ら
８
日
間
以
内
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

そ
の
「
出
会
い
」、
セ
ー
ル
ス
か
も

フ
（
無
条
件
で
の
契
約
解
除
）
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
期
間
が
過
ぎ
て
い
て
も
諦
め
ず
に
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
は
、
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
の
勧
誘
に
は

「
気
安
く
応
じ
な
い
」、
契
約
の
意
思
が
な
い

時
は
「
き
っ
ぱ
り
断
る
」、「
帰
り
た
い
と
は
っ

き
り
言
う
」
な
ど
し
て
、
あ
い
ま
い
な
返
事
を

し
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を

　
困
っ
た
と
き
は
、
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
木
津
川
市
木
津
上
戸
15
番
地
・
相
楽
会
館
１

階
＝
右
地
図
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
受
付
時

間
は
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
で
す
。

　
土
日
・
祝
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）
に
は
、

京
都
府
・
京
都
市
が
共
同
で
設
置
し
て
い
る

「
消
費
生
活
土
日
祝
日
電
話
相
談
」
で
、
特
定

非
営
利
法
人
京
都
消
費
生
活
有
資
格
者
の
会
が

受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
ｔ
０
７
５

－

２
５
７

－

９
０
０
２
）。
受
付
時
間
は
午
前
10
時
～
午

後
４
時
で
す
。

ｑ
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ｔ
72

－

９
９
５
５

「
リ
ケ
ジ
ョ
」の
す
す
め

皆
さ
ん
は
「
リ
ケ
ジ
ョ
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存

じ
で
す
か
？
「
リ
ケ
ジ
ョ
」
と
は
、
理
系
の
女

性
研
究
者
や
女
性
社
員
、
理
系
の
女
子
学
生
や

理
系
を
目
指
す
女
子
中
高
生
の
こ
と
で
す
。

実
は
身
近
に
あ
る
科
学

　

理
系
や
科
学
と
い
う
と
、
と
っ
つ
き
に
く
い

印
象
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
は

毎
日
、
科
学
技
術
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
科
学
の
力
が
今
日
の
快
適
で
便
利
な
生
活
を

支
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
は
女
性

の
意
見
が
反
映
さ
れ
た
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

性
別
で
進
路
を
狭
め
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
現
在
、
日
本
で
は
理
系
の
道
を
め
ざ
す
女
性

が
少
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。
大
学
生
の
専
攻

分
野
別
女
性
比
率
を
見
る
と
、
人
文
科
学
は

65
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
理
学
専
攻
は
26
％
、

工
学
専
攻
は
わ
ず
か
13
％
で
す
。【
注
１
】

　
ま
た
、
研
究
者
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
、

欧
米
各
国
の
30
％
前
後
に
対
し
、
日
本
は
14
・

６
％
と
低
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。【
注
２
】

　
欧
米
諸
国
で
は
、
中
学
校
の
理
数
科
教
員
の

半
数
以
上
が
女
性
だ
と
い
い
ま
す
。
理
系
女
性

の
身
近
な
モ
デ
ル
と
し
て
、
進
路
の
相
談
相
手

と
し
て
、
身
近
に
女
性
の
理
数
科
教
員
が
い
る

環
境
は
重
要
で
し
ょ
う
。

　

星
を
見
る
の
が
好
き
だ
っ
た
、
理
科
の
実
験

が
好
き
だ
っ
た
、
科
学
館
に
行
っ
て
み
た
ら
お

も
し
ろ
か
っ
た
、
そ
う
い
っ
た
興
味
や
体
験
か

ら
理
系
の
道
に
進
ん
だ
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の

好
み
や
個
性
を
尊
重
し
て
進
路
を
選
べ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
女
子
学
生
が
理
系
分
野
に
進
み

た
い
と
言
っ
た
時
、
周
り
の
大
人
が
そ
れ
を
応
援

し
て
い
く
風
土
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

国
も
企
業
も
リ
ケ
ジ
ョ
を
応
援

　
国
は
理
系
女
性
を
育
成
し
応
援
す
る
方
針
を

打
ち
出
し
、
企
業
や
大
学
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
内
閣
府
男
女
共
同

参
画
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
理
工
チ
ャ
レ
ン

ジ
（
リ
コ
チ
ャ
レ
）」
や
「
リ
ケ
ジ
ョ
」
な
ど
の

サ
イ
ト
で
は
、
理
工
系
分
野
に
興
味
が
あ
る
女

子
学
生
を
応
援
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
先
輩
女
性
の

声
な
ど
多
く
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
の
中
心
、
精
華
町
で

も
「
科
学
の
ま
ち
の
子
ど
も
た
ち
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
夏
、
各
地
の
理
系
イ
ベ
ン
ト
に
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
注
１
】
文
部
科
学
省
「
学
校
基
本
調
査
」
平
成
26
年

【
注
２
】
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
外
国
の
研
究
者
に
占
め
る
女
性

割
合

ｑ 

人
権
啓
発
課
男
女
共
同
参
画
係
ｔ
95

－

１
９

１
９

男
女
共
同
参
画
ミ
ニ
通
信
　
　
44
vol.

相
楽
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー

（
相
楽
会
館
１
階
）京

都
山
城
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー

山
城
南

保
健
所

山
城
広
域

振
興
局24

Ｊ
Ｒ
木
津
駅

調理

食品の
購入

下準備

食事
残った
食品

家庭での
保存

寄り道しないで、
まっすぐ帰る。

消費期限などの
表示をチェック。

肉・魚は、それぞれ分けて包む。

冷凍食品の解凍は冷蔵庫で。

タオルや布巾は
清潔なものを。

生肉・魚を切ったら、
洗って熱湯をかけ
ておく。

ゴミは小まめ
に捨てる。

井戸水を使っ
ていたら水質
に注意。

小まめに
手を洗う。

食事の前に
手を洗う。

長時間室温に
放置しない。

盛り付けは清潔な
器具、食器を使う。

肉・魚は、汁が
もれないように
包んで保存。

帰ったらすぐ冷蔵庫へ。
入れるのは ７ 割程度に。

冷蔵庫は10℃
以下に維持。

冷凍庫はマイナス
15℃以下に。

加熱は十分に（目安
は中心部分の温度が
75℃で１分間以上）。

台所は
清潔に。 均一に加熱さ

れるように。
調理を途中で止めたら
食品は冷蔵庫へ。

作業前に
手を洗う。

少しでも怪しいと思ったら捨てる。

作業前に
手を洗う。

温め直しは十分加熱する
（目安は75℃以上）。

早く冷えるように小分けする。

手洗い後、清潔
な器具、容器で
保存。

生肉・魚は生で食べ
るものから離す。 野菜もよく洗い、包丁などは消毒する。

　今月から９月までは、食中毒予防月間です。食中毒が心配な季節、３つの原則と６つのポイントを参考
に、食中毒を予防しましょう。

ｑ健康推進課 保健予防係ｔ 95－1905

７～９月は食中毒予防月間

①食中毒菌を「付けない」
材料や手、肉や魚を切った包丁も小ま
めに洗いましょう。

②食中毒菌を「増やさない」
調理したらすぐに食べ、保存する場合
は冷ましてから冷蔵庫へ入れましょう。

③食中毒菌を「やっつける」

肉は中心部まで十分加熱しましょう。
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高
齢
受
給
者
証
な
ど
更
新

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
高
齢
受
給
者
証

と
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
を
こ
の
ほ
ど
更
新
し

ま
す
。

　
新
し
い
受
給
者
証
・
受
療
証
は
７
月
に
郵
送

し
ま
す
。
使
用
期
間
は
８
月
１
日
～
来
年
７
月

31
日
で
す
。
こ
れ
ま
で
通
り
、
医
療
機
関
の
窓

口
で
健
康
保
険
証
と
一
緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

ｑ
国
保
医
療
課
国
保
係
ｔ
95

－

１
９
２
９

医
療
費･

入
院
食
事
代
を
軽
減

限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
の
申
請

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
加
入
者
の
う
ち
次

の
方
に
は
、
事
前
の
申
請
に
よ
り
「
限
度
額
適

用
認
定
証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
医

療
機
関
や
薬
局
で
提
示
す
る
と
、
窓
口
で
の
支

払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
＝
表
１
＝
ま
で
に
な

り
ま
す
。

・
現
在
入
院
し
て
い
る
方

・
入
院
を
予
定
し
て
い
る
方

・�

１
カ
月
に
（
保
険
薬
局
を
含
む
）
同
一
の
医

療
機
関
で
外
来
診
療
を
受
け
、
医
療
費
の
支

払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
る
見
込
み

給
水
装
置
と
は

　
町
内
全
域
に
水
道
水
を
お
届
け
す
る
た
め
、

道
路
下
な
ど
に
配
水
管
を
埋
設
し
て
い
ま
す
。

　
下
図
の
よ
う
に
そ
の
配
水
管
の
分
岐
か
ら
各

家
庭
に
水
道
水
を
引
き
込
む
た
め
の
給
水
管
、

止
水
栓
、
水
道
メ
ー
タ
ー
、
給
湯
器
、
給
水
栓

（
蛇
口
）
な
ど
の
器
具
を
ま
と
め
て
「
給
水
装

置
」
と
い
い
ま
す
。

個
人
の
財
産
な
の
で
自
己
管
理
を

　

配
水
管
は
、
水
道
事
業
の
中
で
町
が
埋
設

し
、
そ
の
後
も
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
が
、

「
給
水
装
置
」
は
皆
さ
ん
が
家
を
建
て
る
と
き

な
ど
に
お
金
を
出
し
て
設
置
い
た
だ
い
た
も
の

で
、
皆
さ
ん
の
財
産
と
な
り
、
維
持
管
理
は
各

家
庭
で
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
給
水
装
置
の
う
ち
、
水
道
メ
ー
タ
ー
は
町
が

各
家
庭
に
貸
与
し
て
い
る
も
の
で
、
法
的
に
８

年
で
町
が
取
り
替
え
を
行
い
ま
す
が
、
誤
っ
て

損
傷
や
損
壊
、
紛
失
し
た
場
合
は
弁
償
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
や
止
水
栓
を
収
め
た
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
、
あ
く
ま
で
個
人
の
財
産
と

な
り
ま
す
の
で
、
破
損
し
た
場
合
は
、
自
己
負

担
で
修
繕
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
受
水
槽
や
高
架
水
槽
の
維
持
管
理
の

責
任
は
、
建
物
の
管
理
者
に
あ
り
ま
す
。
受
水

槽
や
高
架
水
槽
は
汚
れ
た
水
が
貯
ま
ら
な
い
よ

行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ

し
ま
す
！の

方

・
国
保
税
の
滞
納
が
な
い
世
帯
の
方

　
ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
は
「
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
交
付
し
ま
す
。
こ

れ
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、
入
院
時
の
食

事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
既
に
お
持
ち
の
限
度
額
認
定
証
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
は
、
認
定
証
の
有
効
期
限
が
７

月
31
日
ま
で
で
す
。
８
月
以
降
も
認
定
証
が
必

要
な
方
は
、
再
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
70
～
74
歳
で
表
２
の
「
現
役
並
み
所
得
者
」

ま
た
は
「
一
般
」
に
該
当
す
る
方
は
、
高
齢
受

給
者
証
を
提
示
す
る
と
、
限
度
額
適
用
認
定
証

と
同
様
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
下

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
入
院
時
の
食
事
代
の
標
準
負
担
額
（
１
食
）

　
・
一
般
…
３
６
０
円

　
・
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
…
２
１
０
円

　
・�

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
過
去
12
カ
月
の

入
院
期
間
が
通
算
で
90
日
を
超
え
る
方
…

１
６
０
円
（
医
療
機
関
の
領
収
書
な
ど
入

院
期
間
を
確
認
で
き
る
も
の
が
必
要
）

　
・�

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
世
帯
全

員
の
各
所
得
が
０
円
に
な
る
70
歳
以
上
の

方
…
１
０
０
円

▼
申
請
方
法

　

�

次
の
も
の
を
持
っ
て
、
町
役
場
・
国
保
医
療

課
（
２
階
）
へ
。

　
・
精
華
町
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

表１：70歳未満の自己負担限度額（月額）

所得区分【注１】 ３回目まで ４回目以降【注２】

901万１円以上 25万2600円＋（医療費－84万2000円）×１％ 14万100円

600万１円～ 901万円 16万7400円＋（医療費－55万8000円）×１％ ９万3000円

210万１円～ 600万円 ８万100円＋（医療費－26万7000円）  ×１％ ４万4400円

210万円以下（住民税非課税世帯
を除く）

５万7600円 ４万4400円

住民税非課税世帯 ３万5400円 ２万4600円

表２：70～ 74歳の自己負担限度額（月額・①②の順に適用）
区分 ①�外来だけの場合（個人単位） ②�外来と入院の場合（世帯単位）

一般（住民税課税世帯） １万2000円 ４万4400円

現役並み所得者（窓口負担が
３割の方）【注３】 ４万4400円

８万100円＋（医療費総額－26万7000
円）×１％

（４回目以降は４万4400円）

低所得者（住民
税非課税世帯）

Ⅱ 8000円 ２万4600円

Ⅰ【注４】 8000円 １万5000円

※�該当する区分などについては、右記にお問い合わせください。
【注１】所得＝総所得金額等－基礎控除（33万円）
【注２】過去１年間に、同一世帯で高額療養費の支給が４回以上あった場合の、４回目以降の限度額
【注３】�原則として、同一世帯に住民税課税所得（調整控除が適用される場合は控除後の金額）が145万円以上の

70 ～ 74歳の国保加入者がいる方
【注４】同一世帯の国保加入者と世帯主の所得の合計が０円の方

　
・
印
鑑

　
・�
医
療
機
関
の
領
収
書
（
91
日
以
上
入
院
し

た
方
の
み
）

ｑ
国
保
医
療
課
国
保
係��

ｔ
95

－

１
９
２
９

う
に
維
持
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
設
置
さ
れ
た
受

水
槽
（
貯
水
槽
）
な
ど
は
年
１
回
以
上
、
定
期

清
掃
を
行
い
、
合
わ
せ
て
ひ
び
割
れ
や
亀
裂
な

ど
が
な
い
か
、
水
槽
内
部
に
異
物
な
ど
が
混
入

し
て
い
な
い
か
、
清
潔
に
保
持
さ
れ
て
い
る
か

定
期
点
検
を
し
て
く
だ
さ
い
。

漏
水
時
の
対
応
は

▼�

宅
内（
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
屋
内
側
）の
場
合

　

�　
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇
口
ま
で
の
間
で
起

こ
っ
た
漏
水
は
、
自
己
責
任
に
お
い
て
、

「
町
指
定
の
給
水
装
置
工
事
事
業
者
」
に
修

繕
依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
（
費
用
は
自
己
負

担
）。

　

�　
漏
水
箇
所
に
よ
っ
て
は
、
水
道
料
金
の
一

部
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
、
上
水
道
課
営
業
係
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼��

宅
外（
水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
道
路
側
）の
場
合

　

�　
配
水
管
の
分
岐
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
ま
で

の
間
で
起
こ
っ
た
漏
水
や
、
止
水
栓
を
閉
め

て
も
水
が
止
ま
ら
な
い
場
合
は
、
上
水
道
課

給
水
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

�　
配
水
管
の
分
岐
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
ま
で

の
給
水
装
置
も
個
人
所
有
で
す
が
、
町
が
代

わ
っ
て
修
繕
を
行
い
ま
す
の
で
、
修
繕
料
は

無
料
で
す
。

　

�　
た
だ
し
、
掘
削
が
必
要
な
場
合
や
、
安
易

に
取
り
壊
し
の
で
き
な
い
構
造
物
（
コ
ン
ク

リ
ー
ト
、
タ
イ
ル
、
石
板
、
石
垣
、
植
木
な

ど
）
が
あ
る
場
合
は
、
皆
さ
ん
の
了
解
を
得

て
構
造
物
を
取
り
壊
し
、
漏
水
の
修
繕
を
行

い
ま
す
が
、
構
造
物
の
復
旧
な
ど
は
自
己
負

担
で
業
者
な
ど
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�　

構
造
物
の
取
り
壊
し
が
で
き
な
い
場
合

は
、
ご
自
身
で
漏
水
の
修
繕
を
お
願
い
し
ま

す
。

工
事
は
町
指
定
事
業
者
で

　
給
水
装
置
の
新
設
、
改
造
、
撤
去
、
増
設
、

修
繕
な
ど
の
工
事
は
、
条
例
に
よ
り
町
指
定
の

給
水
装
置
工
事
事
業
者
以
外
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
必
ず
、
町
指
定
の
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
（
工
事
費
用
は
自
己
負

担
）。
町
指
定
事
業
者
の
一
覧
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
町
指
定

の
給
水
装
置
工
事
事
業
者
以
外
で
の
施
工
は
認

め
ら
れ
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
を

　
全
国
的
に
訪
問
詐
欺
な
ど
も
起
こ
っ
て
い
ま

す
が
、
依
頼
が
な
い
限
り
、
町
か
ら
水
質
や
給

水
管
の
訪
問
点
検
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
な
ど
を
行
う
場
合
に

は
事
前
に
文
書
や
チ
ラ
シ
で
連
絡
を
し
ま
す
。

　

職
員
や
委
託
員
が
訪
問
す
る
際
に
は
、
公

印
・
顔
写
真
入

り
の
証
明
書
を

携
帯
し
て
い
ま

す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

ｑ�

上
水
道
課
給
水
係
・
営
業
係
ｔ
94

－

２
０
４

９

給水装置
≪給水装置は皆さんの財産です（水道メーターは除く）。≫

台所 浴室

給水管

給水管
分岐

宅内道路

宅内漏水など(水道メーター以降からご家庭の蛇口まで)の修
繕については、指定業者に直接修繕を依頼してください。

（修繕費用は皆さんのご負担です）

※メーターボックスの破損につきましては、皆
さんのご負担になります。

配水管の分岐部分から水道メーターまでの漏水
（町で修繕します）

Ｍ

⬇

水
道
メ
ー
タ
ー

⬇

止
水
栓

⬇

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

➡配水管

給
水
装
置
は
自
己
管
理
で
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国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
猶
予

国
民
年
金
保
険
料
免
除
な
ど
更
新
受
付

　
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
て
い
る
方
で

７
月
以
降
も
免
除
を
希
望
す
る
場
合
は
、
更
新

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
収
入
の
減
少
や
失
業
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
免
除
制
度
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
者
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
申
請
年
度
課

税
所
得
（
前
年
中
の
所
得
）
に
応
じ
て
、

・
４
分
の
１
免
除
／
１
万
２
２
０
０
円
納
付

・
半
額
免
除
／
８
１
３
０
円
納
付

・
４
分
の
３
免
除
／
４
０
７
０
円
納
付

・
全
額
免
除
／
納
付
な
し

の
４
段
階
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
申
請
場
所

　
精
華
町
役
場
総
合
窓
口
課
（
２
階
）

▼
申
請
時
間

　

�

平
日
午
前
８
時
30
分
～
正
午
・
午
後
１
時
～

５
時

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　
年
金
手
帳
、
認
め
印

　
※�

免
除
や
猶
予
を
受
け
る
と
、
そ
の
期
間

医
療
費
助
成 

申
請
急
い
で

障
害
者
・
母
子
父
子
家
庭

　

現
在
お
持
ち
の
福
祉
医
療
受
給
者
証
（
藤

色
）
と
重
障
老
人
健
康
管
理
事
業
対
象
者
証

（
う
ぐ
い
す
色
）
は
有
効
期
限
が
平
成
28
年
７

月
31
日
で
す
。

　
８
月
１
日
以
降
引
き
続
き
福
祉
医
療
費
助
成

制
度
を
受
け
る
に
は
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
お
済
み
で
な
い
方
は
、
至
急
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昭
和
26
年
８
月
生
ま
れ
の
方
へ

　

町
で
は
、
65
～
69
歳
で
要
件
を
満
た
す
方

に
、
医
療
費
（
保
険
適
用
分
）
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
【
注
】。

　

申
請
期
間
は
７
月
８
日
㈮
～
14
日
㈭
の
平

日
。
申
請
が
遅
れ
る
と
受
給
者
証
の
使
用
開
始

日
も
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
注
】
対
象
者
に
は
案
内
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

ｑ
国
保
医
療
課
医
療
係
ｔ
95

－

１
９
２
９

不
妊
治
療
な
ど
に
助
成

　
町
や
京
都
府
で
は
、
不
妊
治
療
や
不
育
治
療

な
ど
、
特
定
不
妊
治
療
に
か
か
っ
た
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

町
の
助
成

▼
対
象
と
な
る
治
療

　
①
一
般
不
妊
治
療

　
　
保
険
適
用
の
あ
る
治
療
と
、
人
工
授
精

　
②
男
性
不
妊
治
療

　
　

�

精
巣
内
精
子
生
検
採
取
法
（
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
）

と
精
巣
上
体
内
精
子
吸
引
法
（
Ｍ
Ｅ
Ｓ

Ａ
）
に
よ
る
手
術
（
体
外
受
精
、
顕
微
授

精
を
目
的
と
す
る
も
の
）

　
③
不
育
治
療
な
ど

　
　

�

流
産
や
死
産
を
繰
り
返
す
「
不
育
症
」
の

原
因
検
査
や
治
療
（
い
ず
れ
も
保
険
適
用

の
あ
る
も
の
）

▼
対
象
者

　

�

京
都
府
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
民
登
録

し
、
治
療
日
時
点
で
精
華
町
に
住
民
登
録
し

て
い
る
夫
婦
（
事
実
婚
を
含
む
）
で
、
各
種

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

　
※�

一
般
不
妊
治
療
の
人
工
授
精
と
男
性
不
妊

治
療
に
限
り
、
法
律
上
の
夫
婦
と
し
ま

す
。

▼
助
成
額

　

�

不
妊
治
療
に
か
か
る
被
保
険
者
負
担
額
の
２

分
の
１
（
限
度
額
あ
り
）

▼
申
請
方
法

　

�

診
療
日
か
ら
１
年
以
内
に
必
要
書
類
【
注
】

を
直
接
、
町
役
場
・
健
康
推
進
課
へ
。

【
注
】
申
請
書
・
医
療
機
関
証
明
書
・
請
求
書
。
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ｑ�

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
ｔ
95

－

１
９
０
５

京
都
府
の
助
成

　

初
回
の
治
療
が
30
万
円
ま
で
助
成
さ
れ
ま

す
。（
平
成
28
年
１
月
20
日
以
降
に
特
定
不
妊

治
療
が
終
了
し
た
場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
）

　

京
都
府
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受

精
・
顕
微
授
精
）
が
対
象
で
、
対
象
者
は
次
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
卵
子
採
取
に
至
ら
な
い
場
合
を
除
き
ま

す
。

・�

京
都
府
内
（
京
都
市
以
外
）
に
住
民
登
録
し

て
い
る
。

・�

婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
い
る
。

・�

指
定
の
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
て
い
る
。

・�

特
定
不
妊
治
療
が
必
要
と
医
師
に
診
断
さ
れ

て
い
る
。

・�

夫
婦
の
前
年
所
得
合
計
が
７
３
０
万
円
未

満
。

　
申
請
期
間
は
原

則
、
治
療
終
了
日

の
年
度
内
で
す

（
助
成
回
数
・
助

成
額
は
限
度
あ

り
）。京

都
府
立
医
科
大
学
附
属
病
院
の
不
妊
専

門
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
不
妊
や
不
育
、

妊
娠
、
出
産
の
相
談
が
で
き
ま
す
。�

ｔ
０
７
５

－

２
５
３

－

６
１
８
０
︹
火
・

金
曜
日
の
午
前
９
時
15
分
～
午
後
１
時
15

分
・
午
後
２
時
～
４
時
（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）︺

華
町
に
住
民
票
が
あ
り
、
平
成
27
年
度
分
の

市
町
村
民
税
が
非
課
税
と
な
っ
て
い
る
方

（
市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶

養
親
族
に
な
っ
て
い
る
方
や
、
生
活
保
護
受

給
者
な
ど
を
除
き
ま
す
）
の
う
ち
、
平
成
28

年
度
中
に
65
歳
以
上
と
な
る
方

▼
支
給
額

　
３
万
円
／
１
人

▼
申
請
先

　

�

基
準
日
（
平
成
27
年
１
月
１
日
）
時
点
で
住

民
登
録
し
て
い
た
市
区
町
村
役
場

▼
申
請
期
間

　

�

平
成
28
年
４
月
25
日
㈪
～
８
月
25
日
㈭
（
精

華
町
役
場
窓
口
で
の
受
付
時
間
は
、
平
日
午

前
８
時
30
分
～
正
午
・
午
後
１
時
～
５
時
）

▼
申
請
手
続
き
な
ど

　
①�

申
請
書
（
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
う

え
、
確
認
書
類
の
写
し
②
、
③
と
と
も
に

返
送
）

　
②�

支
給
対
象
者
全
員
の
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
の
写
し

　
③�

振
込
先
口
座
の
金
融
機
関
名
、
口
座
番

号
、
口
座
名
義
人
（
カ
ナ
）
が
分
か
る
通

帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し

　
※�

押
印
漏
れ
や
添
付
書
類
漏
れ
が
あ
っ
た
場

合
は
、
書
類
不
備
に
よ
り
申
請
書
類
を
返

送
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
十
分
確

認
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※�

受
付
審
査
後
、
支
給
が
決
定
し
た
方
に
は

「
決
定
通
知
書
」
を
発
送
し
、
指
定
さ
れ

た
口
座
へ
振
込
み
ま
す
。
不
備
が
な
い
場

合
、
申
請
か
ら
約
１
カ
月
か
ら
１
カ
月
半

後
に
振
込
予
定
で
す
。

ｑ�

福
祉
課
社
会
福
祉
係
ｔ
95

－

１
９
０
４
・
ｆ

95
－

３
９
７
４

分
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
時
に
比
べ

て
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き

ま
す
。
追
納
す
る
に
は
別
途
、
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

納
付
猶
予
対
象
者
年
齢
拡
大

　
平
成
28
年
７
月
か
ら
、
納
付
猶
予
対
象
者
年

齢
が
30
歳
未
満
か
ら
50
歳
未
満
に
拡
大
さ
れ
ま

す
。
申
請
者
・
配
偶
者
の
申
請
年
度
課
税
所
得

（
前
年
中
の
所
得
）
に
応
じ
て
判
定
を
受
け
ま

す
。

ｑ�

京
都
南
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
ｔ
０
７
５

－

６
４
３

－

２
５
４
７
、
精
華
町
役
場
総
合

窓
口
課
年
金
係
ｔ
95

－
１
９
１
５

24
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
窓
口

　
今
月
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用
休
日
窓
口
は
、

24
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

40
分
で
す
。

　

休
日
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
領

（
要
予
約
）、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

（
自
宅
で
受
け
取
れ
ず
、
役
場
に
返
っ
て
き
た

も
の
）
の
受
領
の
み
の
専
用
窓
口
で
す
。

▼
予
約
先

　

�

総
合
窓
口
課
ｔ
95

－

１
９
１
５
（
平
日
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）・
ｍm

adog
uchi@

tow
n.seika.kyoto.jp

　
※�

Ｅ
メ
ー
ル
本
文
に
は
①
受
け
取
り
に
行
く

方
全
員
の
氏
名
②
生
年
月
日
③
住
所
④
日

中
連
絡
の
取
れ
る
電
話
番
号
⑤
は
が
き
裏

面
左
上
に
記
載
さ
れ
て
い
る
番
号
⑥
受
け

取
り
日
時
（
第
３
希
望
ま
で
）
―
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
予
約
が
確
定
次
第
、
平

日
に
返
信
し
ま
す
。

　
※�

窓
口
の
所
要
時
間
は
１
人
あ
た
り
約
20
分

で
す
。

▼
受
け
取
り
場
所

　

�

総
合
窓
口
課
前
（
町
役
場
２
階
）
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
専
用
臨
時
交
付
窓
口

ｑ�

総
合
窓
口
課
戸
籍
住
民
係
ｔ
95

－

１
９
１
５

下
狛
〒
で
も
証
明
書
発
行

　
下
狛
郵
便
局
で
は
住
民
票
の
写
し
や
住
民
票

記
載
事
項
証
明
書
、
印
鑑
登
録
証
明
書
が
受
け

取
れ
ま
す
。

　
住
民
票
の
写
し
・
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

は
同
じ
世
帯
の
方
の
分
ま
で
。
印
鑑
登
録
証
明

書
は
登
録
者
本
人
の
申
請
に
限
り
ま
す
。
必
ず

印
鑑
登
録
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
各
種
証

明
書
手
数
料
は
す
べ
て
１
通
３
０
０
円
で
す
。

　
受
け
取
れ
る
の
は
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
12
月
29
日
～
翌
年
１
月
３
日
を
除
く
）
で

す
。

　
ま
た
、
取
得
の
際
は
来
ら
れ
た
方
の
本
人
確

認
が
で
き
る
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

の
顔
写
真
付
き
の
官
公
署
発
行
の
証
明
書
、
ま

た
は
健
康
保
険
証
や
年
金
手
帳
な
ど
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

ｑ
総
合
窓
口
課
戸
籍
住
民
係
ｔ
95

－

１
９
１
５

ｑ
山
城
南
保
健
所
ｔ
72

－

４
３
０
０

低
所
得
高
齢
者
向
け
給
付
金

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

　
町
で
は
「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金
」
の
申
請
を
現
在
受
付
中
で
す
。
申
請
が

お
済
み
で
な
い
方
や
、
添
付
書
類
不
備
に
よ
り

申
請
書
が
手
元
に
返
送
さ
れ
て
い
る
方
は
８
月

25
日
㈭
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　

�

平
成
27
年
１
月
１
日
（
基
準
日
）
時
点
で
精

熊本地震災害義援金
　平成28年４月14日に発生した熊本県熊本地方を震源と
する最大震度７の地震以降、熊本県、大分県を中心に地震
が相次いで発生し、大きな被害が出ています
　大きな被害をもたらした平成28年熊本地震に対し、精
華町では被災者支援のため、義援金の受け付けを行ってい
ます。義援金は日本赤十字社京都府支部を通じて被災者に
お届けします。

日本赤十字社京都府支部の 
義援金箱設置場所

　町役場福祉課・町立図書館・むくのきセンター・地域福
祉センターかしのき苑の各窓口に設置しています。
※�募金へのご協力は、各施設の
開庁時間内にお願いします。
詳しくは下記へお問い合わせ
ください。

※�今後、町が行うイベントでも
義援金箱を設置する予定で
す。

ｑ福祉課 社会福祉係ｔ95－1904

JulyJuly 1213

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災

催事・募集

暮らし・税

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

防犯・防災

そのほか

年金・保険

福祉・介護

健康・医療



町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは34ページに掲載しています。

が
対
象
で
す
。
以
前
に
こ
の
補
助
を
受
け
た
方

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
希
望
者
は
、
出
国
の
約
１
カ
月
前
ま
で
を
目

安
に
、
申
請
書
【
注
】
を
直
接
、
次
の
と
こ
ろ

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
補
助
条
件
は
次
の
通

り
で
す
。

・�

自
費
で
30
日
以
上
、
海
外
留
学
や
海
外
で
の

国
際
協
力
活
動
を
行
う
こ
と
（
企
業
な
ど
か

ら
の
派
遣
や
観
光
旅
行
は
不
可
）

・�

帰
国
後
、
町
が
主
催
す
る
国
際
化
推
進
の
た

め
の
催
し
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
留
学

体
験
な
ど
を
発
表
す
る
こ
と

・�

申
請
時
と
帰
国
後
に
留
学
な
ど

に
関
す
る
小
論
文
を
提
出
す
る

こ
と

※�

小
論
文
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
ま
す
。

【
注
】
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

ｑ
企
画
調
整
課
企
画
係
ｔ
95

－

１
９
０
０

頑
張
る
人
を
応
援
し
ま
す

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
励
金

　
広
域
的
な
文
化
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る
方
や

ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会
な
ど
に
出
場
す
る
方

に
、
振
興
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。 

　
本
年
度
に
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
大
会
へ
の
出

場
が
決
定
し
た
際
、
申
請
に
よ
り
奨
励
金
を
支

給
し
ま
す
。
開
催
・
出
場
後
に
は
実
績
報
告
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。 

　
支
給
額
は
内
容
の
規
模
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
申
請
書
と
実
績
報
告
書
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ｑ�

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
ｔ
95

－

１
９
０
７

戦
没
者
特
別
弔
慰
金
の
裁
定

　
国
債
の
償
還
が
平
成
28
年
４
月
15
日
か
ら
開

始
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
弔
慰
金
の
請
求
手
続

き
を
す
で
に
済
ま
せ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、

都
道
府
県
が
裁
定
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

交
付
が
遅
れ
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。

　
都
道
府
県
で
の
裁
定
審
査
後
、
国
で
国
庫
債

券
発
行
の
手
続
き
に
入
り
ま
す
。
国
か
ら
国
債

の
送
付
が
あ
り
次
第
、
精
華
町
か
ら
順
次
交
付

の
ご
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
い
ま
し
ば

ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
申
請
期

間
が
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
、
申
請
手
続

き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
請
求
書
や
そ
の
ほ
か
の
必
要
書
類
は
、
福
祉

課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

ｑ�

福
祉
課
社
会
福
祉
係
ｔ
95

－

１
９
０
４

明
る
い
選
挙
推
進
Ｐ
Ｒ

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
募
集

　
京
都
府
選
挙
管
理
委
員
会
な
ど
で
は
、
明
る

い
選
挙
を
啓
発
す
る
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
申
込
期
間
は
９
月
９
日
㈮
ま
で
の
平
日
午
前

８
時
30
分
～
正
午
・
午
後
１
時
～
５
時
。
応
募

作
品
は
、
京
都
府
選
挙
管
理
委
員
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
ほ
か
、
展
示
、
啓
発
資

材
な
ど
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
は
、
応
募

者
の
氏
名
が
公
表
さ
れ
ま
す
。

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

　
内
容
は
明
る
い
選
挙
を
推
進
す
る
こ
と
を
表

す
ポ
ス
タ
ー
で
、
自
作
の
も
の
１
人
１
点
。
規

格
は
四
つ
切
り
（
５
４
２
㍉
×
３
８
２
㍉
）、

八
つ
切
り
（
３
８
２
㍉
×
２
７
１
㍉
）、
ま
た

は
そ
れ
に
準
じ
る
大
き
さ
の
画
用
紙
（
色
彩
は

自
由
）
で
す
。

　
京
都
府
内
の
小
・
中
学
校
と
高
等
学
校
の
児

童
・
生
徒
は
、
通
学
し
て
い
る
学
校
を
通
じ

て
、
そ
の
ほ
か
の
府
内
在
住
の
方
は
直
接
、
町

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。明

る
い
選
挙
啓
発
標
語

　
内
容
は
明
る
い
選
挙
を
推
進
す
る
こ
と
を
表

す
標
語
（
20
文
字
以
内
）
で
自
作
・
未
発
表
の

も
の
１
人
１
点
。
府
内
在
住
の
方
（
府
内
の

小
・
中
学
校
と
高
等
学
校
の
児
童
・
生
徒
を
含

む
）
が
対
象
で
す
。

　
京
都
府
内
の
小
・
中
学
校
と
高
等
学
校
の
児

童
・
生
徒
は
、
通
学
し
て
い
る
学
校
を
通
じ

て
、
そ
の
ほ
か
の
府
内
在
住
の
方
は
直
接
、
町

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
応
募
用
紙
は
左
記
に
置
い
て
い
ま
す
。

ｑ�

精
華
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
事
務
局
・

精
華
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
総
務
課

内
）
ｔ
95

－

１
９
１
０

魅
せ
よ
う
！
き
み
の
リ
サ
ー
チ

府
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

　
京
都
府
で
は
、
平
成
28
年
度
京
都
府
統
計
グ

ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
小
学
生
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。
テ
ー
マ
は
自
由
。
夏
休
み
の
自
由

研
究
を
す
て
き
な
作
品
に
し
て
、
コ
ン
ク
ー
ル

に
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
部
門

　
◆�

手
書
き
統
計
グ
ラ
フ
の
部

　
　
・�

第
１
部
（
小
１
～
２
）・
第
２
部
（
小

３
～
４
）
／
自
分
で
観
察
・
調
査
し
た

結
果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の

　
　
・�

第
３
部
（
小
５
～
６
）・
第
４
部
（
中

学
生
）・
第
５
部
（
高
校
生
以
上
・
一

般
）
／
自
由

　
◆
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部

　
　

�

小
学
生
以
上
・
一
般
／
自
由
（
小
４
以
下

は
、
自
分
で
観
察
・
調
査
し
た
も
の
）

▼
対
象
者

　
京
都
府
内
在
学
・
在
住
・
在
勤
の
方

▼
規
格

　
Ｂ
２
判
（
72
・
８
㌢
×
51
・
５
㌢
）

▼
申
込
方
法

　

�

①
９
月
８
日
㈭
ま
で
（
必
着
）
に
郵
送
で
京

都
府
政
策
企
画
部
企
画
統
計
課
へ
。
②
９
月

２
日
㈮
ま
で
の
平
日
午
前
８
時
30
分
～
正

午
・
午
後
１
時
～
５
時
に
直
接
、
町
役
場
・

企
画
調
整
課
（
５
階
）
へ
。

▼
そ
の
ほ
か

　

�

詳
細
は
京
都
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
募
集
要
項
や
応
募
作
品
票
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

ｑ�

京
都
府
政
策
企
画
部
企
画
統
計
課
情
報
分
析

担
当
ｔ
０
７
５

－

４
１
４

－

４
４
８
７
・
ｆ

０
７
５

－

４
１
４

－

４
４
８
２
、
精
華
町
役

場
企
画
調
整
課
企
画
係
ｔ
95

－

１
９
０
０

む
く
の
き
学
習
室
開
放

　
む
く
の
き
セ
ン
タ
ー
で
は
館
内
会
議
室
の
一

部
を
学
習
室
と
し
て
開
放
し
ま
す
。
学
校
の
夏

休
み
に
合
わ
せ
、
節
電
対
策
（
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ

ト
）
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
自
習
や

読
書
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

�

７
月
28
日
㈭
～
８
月
23
日
㈫
（
８
月
15
日
㈪

を
除
く
）
の
午
前
９
時
～
午
後
８
時

　
※
午
後
５
時
以
降
は
中
学
生
以
上

▼
場
所

　
む
く
の
き
セ
ン
タ
ー
２
階　
第
５
会
議
室

▼
対
象
者

　

�

町
内
在
住
、
在
勤
の
小
学
生
以
上
で
、
個
人

利
用
の
方

▼
定
員

　
10
人
程
度

▼
料
金

　
２
０
０
円
／
日

▼
そ
の
ほ
か

　
・�

小
学
生
は
保
護
者
が
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
・�

グ
ル
ー
プ
で
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
・�

他
人
の
迷
惑
と
な
る
行
為
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い

　
・�

飲
食
物
・
ゲ
ー
ム
機
は
持
ち
込
め
ま
せ
ん

（
パ
ソ
コ
ン
は
可
）。

　
・�

音
が
出
る
も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
・�

筆
記
用
具
の
貸
し
出
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

ｑ
む
く
の
き
セ
ン
タ
ー
ｔ
98

－

０
２
０
０

飛
び
立
と
う
世
界
へ海

外
体
験
補
助
金

　
町
で
は
、
海
外
留
学
や
海
外
で
の
国
際
協
力

活
動
に
か
か
る
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
の
限
度
額
は
５
万
円
。
渡
航
前
の
時
点

で
、
精
華
町
に
継
続
し
て
１
年
以
上
住
民
登
録

が
あ
り
、
本
年
度
中
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
方

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

平
成
28
年
で
第
66
回
を
迎
え
ま
し
た
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
～
犯
罪
や
非
行
を
防

止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ

ラ
～
」。
７
月
１
日
か
ら
の
１
カ
月
は
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間
」
で
す
。

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行

を
し
た
人
の
立
ち
直
り
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考

え
、
犯
罪
や
非
行
が
起
き
な
い
社
会
を
つ
く
ろ

う
と
い
う
、
全
国
で
行
わ
れ
て
い
る
運
動
で

す
。

　
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
に
向
け
て
、
犯
罪
や

非
行
を
し
た
本
人
が
過
ち
を
悔
い
改
め
、
立
ち

直
り
に
向
け
た
努
力
を
行
う
こ
と
は
当
然
で
す

が
、
犯
罪
や
非
行
が
繰
り
返
さ
れ
な
い
た
め
に

は
、
本
人
の
立
ち
直
り
を
支
え
る
家
庭
や
地
域

づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　
立
ち
直
ろ
う
と
し
て
も
社
会
に
居
場
所
が
な

い
た
め
に
、
再
び
犯
罪
や
非
行
を
重
ね
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
町
で
は
保
護
司
、
更
生

保
護
女
性
会
員
な
ど
の
方
々
が
立
ち
直
り
を
支

え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

「
犯
罪
に
戻
ら
な
い
・
戻
さ
な
い
」
た
め
に
、

立
ち
直
り
を
支
え
る
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
明
る
い
社
会
づ
く
り
が

必
要
で
す
。

ｑ
人
権
啓
発
課
啓
発
係
ｔ
95

－

１
９
１
９

８
月
上
旬 

は
か
り
巡
回
検
査

　
２
年
に
１
度
の
「
は
か
り
」
の
定
期
検
査
の

た
め
８
月
８
日
㈪
～
９
日
㈫
、
京
都
府
計
量
協

会
の
職
員
が
各
事
業
所
を
巡
回
し
ま
す
。

　
対
象
は
、
取
引
や
証
明
な
ど
の
業
務
用
と
し

て
使
用
し
て
い
る
も
の
で
、
ひ
ょ
う
量
が
30
㌔

以
下
の
電
気
式
で
す
【
注
】。

　
平
成
26
年
度
の
定
期
検
査
を
受
け
た
「
は
か

り
」
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
京
都
府
計
量
協
会

か
ら
検
査
の
案
内
は
が
き
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
同
年
度
の
定
期
検
査
を
受
け
て
い
な
い
「
は

か
り
」
を
お
持
ち
の
方
は
、
今
回
の
検
査
の
対

象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
７
月
14
日
㈭

午
後
５
時
ま
で
に
役
場
産
業
振
興
課
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
注
】
ひ
ょ
う
量
が
５
㌧
未
満
で
８
月
の
検
査
の
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
「
は
か
り
」
は
、
10
月
28
日
㈮
に
町

役
場
で
集
合
検
査
を
行
う
予
定
で
す
。

ｑ�

京
都
府
計
量
協
会
ｔ
０
７
５

－

４
１
５

－

３

１
６
６
、
精
華
町
役
場
産
業
振
興
課
商
工
観

光
係
ｔ
９
５

－

１
９
０
３

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
認
定
試
験

▼
対
象
者

　

�

試
験
日
現
在
満
20
歳
以
上
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

　
◆�

高
等
学
校
（
旧
中
学
校
令
に
よ
る
中
等
学

校
を
含
む
）
の
土
木
工
学
科
、
ま
た
は
同

科
に
相
当
す
る
課
程
を
修
了
し
て
卒
業
し

た
方

　
◆�

高
等
学
校
を
卒
業
し
、
試
験
の
受
験
申
請

日
時
点
で
１
年
以
上
、
次
の
い
ず
れ
か
の

実
務
経
験
が
あ
る
方

　
　
・�

排
水
設
備
工
事
や
排
水
設
備
工
事
以
外

の
下
水
道
工
事

　
　
・
排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
・
施
工

　
◆�

試
験
の
受
験
申
請
日
時
点
で
２
年
以
上
、

排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
・
施
工
の
実

務
経
験
が
あ
る
方

▼
料
金 

　
◆
申
請
時

　
　

�

１
万
３
千
円
（
受
験
講
習
・
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
）

　
※�

郵
便
局
で
、
専
用
の
振
込
取
扱
票
を
使
っ

て
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
納
入
し
た
料
金
の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
◆
試
験
合
格
時

　
　

�

２
千
円
（
責
任
技
術
者
証
作
成
手
数
料
な

ど
）

▼
申
込
期
間

　

�

７
月
15
日
㈮
ま
で
の
平
日
午
前
９
時
～
正

午
・
午
後
１
時
～
５
時

▼
申
込
方
法

　

�

申
請
書
と
必
要
書
類
を
直
接
、
左
記
の
と
こ

ろ
へ
。

　
※�

申
請
書
と
必
要
書
類
一
式
は
左
記
の
窓
口

に
置
い
て
い
ま
す
。

ｑ�

下
水
道
課
庶
務
係
（
精
華
町
上
下
水
道
事
務

所
内
）
ｔ
95

－

１
９
１
２

殺
虫
剤
・
除
草
剤
使
用
に
配
慮

　
住
宅
地
で
殺
虫
剤
や
除
草
剤
を
使
用
す
る
と

周
り
に
飛
散
し
、
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
住
宅
地
で
殺
虫
剤
や

除
草
剤
を
使
用
す
る
際

に
は
、
使
用
方
法
を
必

ず
守
り
、
風
向
き
や
時

間
帯
を
考
慮
す
る
な

ど
、
周
辺
へ
の
配
慮
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

ｑ�

環
境
推
進
課
環
境
係
ｔ
95

－

１
９
２
５

JulyJuly 1415

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

そのほか

防犯・防災

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

防犯・防災

そのほか

環境・美化

催事・募集

文化・学習

スポーツ

催事・募集
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①�

保
育
所
や
学
童
保
育
な
ど
へ
の
子
ど
も
の
送

迎
②
子
ど
も
の
一
時
的
な
預
か
り

③
そ
の
ほ
か
育
児
に
関
す
る
必
要
な
援
助

※�

子
ど
も
を
預
か
る
場
所
は
原
則
と
し
て
援
助

会
員
の
自
宅
で
す
。

▼
申
込
期
間

　

�

７
月
１
日
㈮
～
（
利
用
開
始
は
７
月
20
日

㈬
～
）

▼
対
象
者

　
・
援
助
会
員

　
　

�

町
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
心
身
と
も
に
健

康
な
方
。
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
が
、
会
員
登
録
と
セ
ン
タ
ー
主
催
の
講

習
会
の
受
講
が
必
要
で
す
。

　
　
※�

援
助
活
動
は
、
年
末
年
始
（
12
月
29

日
～
翌
年
１
月
３
日
ま
で
）
を
除
き
ま

す

　
・
依
頼
会
員

　
　

�

町
内
在
住
・
在
勤
で
概
ね
生
後
３
カ
月
か

ら
小
学
校
６
年
生
以
下
の
お
子
さ
ん
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
。

▼
利
用
料
金

　
平
日
：
７
０
０
円
／
１
時
間

　
土
日
・
祝
日
：
８
０
０
円
／
１
時
間

　
※�

利
用
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
の

間

　
※�

利
用
料
金
は
、
全
額
援
助
会
員
に
お
支
払

い
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
次
の
と
こ
ろ
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ｑ�

精
華
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
（
精
華
町
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉

課
内
）
ｔ
94

－

４
５
７
３
（
平
日
の
み
）・

ｆ
93

－

２
２
７
８

プ
ー
ル
監
視
員
を
募
集

　
夏
休
み
期
間
中
の
町
内
小
学
校
の
プ
ー
ル
開

放
に
伴
い
、
監
視
員
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
ま

す
。

▼
勤
務
期
間

　

�

①
７
月
30
日
㈯
～
８
月
２
日
㈫
②
８
月
３
日

㈬
～
５
日
㈮
③
８
月
７
日
㈰
～
９
日
㈫

　

�

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
（
休
憩
１

時
間
）

▼
勤
務
場
所

　

�

①
精
華
台
小
学
校
②
川
西
小
学
校
③
山
田
荘

小
学
校

▼
対
象
者

　
18
～
59
歳
（
高
校
生
を
除
く
）

▼
定
員

　
約
６
人
（
右
記
期
間
全
日
勤
務
の
方
優
先
）

▼
条
件

　
・�

責
任
を
持
っ
て
勤
務
で
き

る
こ
と
。

　
・�

７
月
28
日
㈭
午
前
８
時
30

分
か
ら
開
催
の
普
通
救
命

講
習
（
３
時
間
）
を
受
講

す
る
こ
と
。
※
但
し
、
昨

年
講
習
を
受
講
し
た
方
は

応
募
可
能
で
す
。

　
・
水
泳
が
得
意
で
あ
る
こ
と
。

　
・
健
康
で
あ
る
こ
と
。

▼
賃
金

　
時
給
１
０
０
０
円
（
１
日
５
０
０
０
円
）

　
※�

28
日
の
普
通
救
命
講
習
受
講
は
８
４
０
円

で
す
。

▼
申
込
方
法

　

�

７
月
15
日
㈮
ま
で
の
平
日
午
前
９
時
～
正

午
・
午
後
１
時
～
５
時
に
、
履
歴
書
を
持
っ

て
町
役
場
・
生
涯
学
習
課
（
３
階
）
へ
。

　
※�

申
し
込
み
時
に
簡
単
な
面
談
を
し
ま
す
。

ｑ�

生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係
ｔ
95

－

１
９
０
７

写
真
で
伝
え
る
ペ
ッ
ト
へ
の
愛

動
物
愛
護
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　
京
都
府
・
京
都
市
に
よ
る
動
物
愛
護
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
人

と
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
」。
人
と
動
物
（
哺
乳

類
・
鳥
類
・
爬は

ち
ゅ
う虫
類
の
ペ
ッ
ト
限
定
）
と
の
愛

情
あ
ふ
れ
た
作
品
を
募
集
中
で
す
。
応
募
は
、

未
発
表
作
品
に
限
り
１
人
４
点
以
内
で
す
。

▼
対
象
者

　
京
都
府
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
規
格

　

�

四
つ
切
り
（
２
５
４
㍉
×
３
０
５
㍉
）
ま
た

は
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
カ
ラ
ー
・
白
黒
写
真
（
家

庭
用
プ
リ
ン
タ
で
印
刷
し
た
写
真
可
）

▼
申
込
方
法

　

�

作
品
の
裏
に
応
募
票
【
注
】
を
貼
り
付
け
、

郵
送
ま
た
は
直
接
、
次
の
と
こ
ろ
へ
。

　

�

〒
６
１
９

－

０
２
１
４
木
津
川
市
木
津
上
戸

18
番
地
１　
京
都
府
山
城
南
保
健
所

▼
申
込
期
間

　
８
月
１
日
㈪
ま
で
（
必
着
）

▼
そ
の
ほ
か

　
・�

応
募
作
品
は
原
則
、
返
却
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
・�

作
品
の
著
作
権
は
撮
影
者
に
あ
り
ま
す

が
、
京
都
府
や
京
都
市
が
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
た

め
に
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
・�

自
宅
外
で
撮
影
す
る
場
合
は
、
ペ
ッ
ト
を

リ
ー
ド
な
ど
で
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
・�

他
人
の
ペ
ッ
ト
の
場
合
は
、
飼
い
主
の
同

意
を
得
て
く
だ
さ
い
。

　
・�

合
成
・
加
工
（
一
般
的
な
色
調
整
や
ト
リ

ミ
ン
グ
を
除
く
）
し
た
も
の
は
不
可
。

【
注
】
京
都
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

ｑ�

京
都
府
生
活
衛
生
課
動
物
愛
護
担
当
ｔ
０
７

５

－

４
１
４

－

４
７
６
３
・
ｆ
０
７
５

－

４

１
４

－

４
７
８
０

天
ぷ
ら
廃
油 

回
収
中

使
用
済
天
ぷ
ら
油
回
収
実
施
中

　
廃
食
用
油
（
使
用
済
天
ぷ
ら
油
）
を
回
収
し

て
い
ま
す
。

　
回
収
地
区
・
場
所
・
時
間
は
次
の
と
お
り
で

す
。
回
収
時
間
中
は
目
印
と
し
て
回
収
場
所
に

の
ぼ
り
旗
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。
回
収
拠
点
が

な
い
地
区
在
住
の
方
は
、
最
寄
り
の
回
収
拠

点
、
ま
た
は
町
役
場
北
駐
車
場
東
側
に
設
置
し

て
い
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

油
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
中
身
が
漏
れ
な
い
容

器
に
入
れ
、
ふ
た
を
し
っ
か
り
閉
め
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
昨
年
度
の
回
収
量
は
６
７
２
５
㍑

で
し
た
。
ま
た
、
売
却
金
額
は
前
年
度
比

９
９
３
５
円
増
の
23
万
５
３
７
５
円
で
す
。

▼
回
収
可
能
な
油

　

�

な
た
ね
油
・
ひ
ま
わ
り
油
・
大
豆
油
・
米

油
・
オ
リ
ー
ブ
油
・
コ
ー
ン
油
・
ベ
ニ
バ
ナ

油
・
ご
ま
油
な
ど

　
※
家
庭
か
ら
出
る
廃
食
用
油
に
限
り
ま
す
。

▼
回
収
で
き
な
い
油

　

�

ラ
ー
ド
・
ヘ
ッ
ト
（
牛
脂
）・
バ
タ
ー
・

マ
ー
ガ
リ
ン
・
魚
油
・
パ
ー
ム
油
・
エ
ン
ジ

ン
オ
イ
ル
・
ギ
ア
オ
イ
ル
な
ど
の
潤
滑
油

回
収
地
区
・
場
所
・
時
間

　
回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
次
の
場
所
に
あ
り
ま
す
。

▼
常
設

　

�

舟
、
谷
、
北
稲
八
間
、
植
田
、
馬
渕
、
山

田
、
祝
園
西
一
丁
目
、
光
台
六
丁
目
、
桜
が

丘
一・
三・
四
丁
目
の
各
集
会
所
、
エ
ス
ペ

ロ
ー
マ
可
燃
ご
み
集
積
所
（
桜
が
丘
三
丁

目
）

▼
時
間
指
定
あ
り

　

�

南
稲
八
妻
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
毎
週
土
・

日
曜
日
午
前
８
時
～
午
後
５
時
）、
光
台

四・
五
丁
目
各
集
会
所
（
第
４
日
曜
日
午
前

９
時
～
10
時
）、
光
台
七
丁
目
集
会
所
（
第

４
日
曜
日
午
前
中
）、
ネ
オ
ス
テ
ー
ジ
け
い

は
ん
な
公
園
ア
ネ
シ
ス
塵
芥
室
（
精
華
台
一

丁
目
・
第
４
日
曜
日
午
前
８
時
～
正
午
）

ｑ
環
境
推
進
課
環
境
係
ｔ
95

－

１
９
２
５

子
育
て
家
族
を
地
域
で
支
援

精
華
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、

育
児
の
援
助
を
行
い
た
い
人(

援
助
会
員
）
と

受
け
た
い
人
（
依
頼
会
員
）
が
会
員
と
な
り
、

お
互
い
に
助
け
合
う
有
償
の
会
員
組
織
で
す
。

地
域
の
中
で
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は
次

の
通
り
で
す
。

教
育
支
援
室
を
開
設

教
育
支
援
室
を
開
設
し
ま
す

～
子
ど
も
す
こ
や
か
・
い
き
い
き
テ
レ
フ
ォ
ン
～

　

平
成
28
年
度
か
ら
精
華
町
教
育
委
員
会
で

は
、
教
育
支
援
室
を
設
置
し
、
専
門
的
な
立
場

か
ら
小
中
学
生
の
教
育
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
や
質
問
に
対
し
、
何
ら
か
の
ご
支
援
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ｑ
教
育
支
援
室
教
育
支
援
係
ｔ
95

－

１
９
２
３

放
送
大
学
受
講
者
募
集

　
放
送
大
学
で
は
平
成
28
年
度
第
２
学
期
（
10

月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然

科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
出
願
期
間
に
つ
い
て
第
１
回
は
８
月
31
日
ま

で
、
第
２
回
は
９
月
20
日
ま
で
。

※�

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
出
願
で
き
ま

す
。

ｑ�

放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー
ｔ
０
７
４
２

－

20

－

７
８
７
０

　
今
の
時
期
は
、
蒸
し
暑
く
厳
し
い
暑
さ
の
続

く
毎
日
で
、
特
に
年
配
の
方
は
熱
中
症
な
ど
健

康
に
は
十
分
留
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
の
日
本
で
は
高
齢
化
に
よ
る
老
老
介
護

が
現
実
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
地
域
か
ら
信
頼

さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
、

入
会
さ
れ
た
会
員
が
楽
し
く
充
実
し
て
働
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
事
業
運
営
に
努
力
し
て
い

ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
20
日
午
前
10
時
よ

り
入
会
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
月
20
日
の
入
会
説
明
会
に
都
合
の
つ
か
な

い
方
は
、
随
時
入
会
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
一
度
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
入
会
説
明
会

　
日
時
…
７
月
20
日
㈬
午
前
10
時
か
ら

　
対
象
者
…
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

▼
シ
ル
バ
ー
さ
ろ
ん

　

�

日
時
…
①
７
月
11
日
㈪
②
20
日
㈬
③
８
月

１
日
㈪
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
※�

②
③
は
趣
味
の
教
室
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
29
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ｑ�

精
華
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ｔ
98

－

０

　
５
１
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

一
緒
に
働
い
て
楽
し
く
充
実
！

Ｔ
Ｏ
Ｊ
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝

「
ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
京
都
ス
テ
ー

ジ
」
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
得
て
、

平
日
な
が
ら
約
５
万
人
の
観
戦
者
が
来
場
。
出

場
選
手
か
ら
も
、
大
観
衆
の
声
援
が
力
に
な
っ

た
と
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、
成
功
裏
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
京
都
ス
テ
ー
ジ
は
、
普
賢
寺
小
学
校
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
精
華
町
に
入
り
、
京
奈
和
自
動
車

道
側
道
を
南
進
、
か
し
の
き
苑
か
ら
け
い
は
ん

な
プ
ラ
ザ
（
ゴ
ー
ル
地
点
）
を
通
過
し
、
最
大

の
見
ど
こ
ろ
で
、
か
つ
難
所
で
あ
る
高
低
差
の

激
し
い
東
畑
の
登
り
坂
を
経
て
、
京
田
辺
市
高

船
、
天
王
を
通
る
６
周
半
、
総
距
離
１
０
５
キ

ロ
の
コ
ー
ス
で
す
。

　
沿
道
か
ら
の
声
援
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
特

設
ブ
ー
ス
で
の
特
産
品
や
ス
イ
ー
ツ
の
提
供
。

商
工
会
や
各
種
グ
ル
ー
プ
の
参
加
は
、
学
研
都

市
精
華
町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
う
れ
し
い
こ
と
が
重
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
所
有
者
不
明
土
地
が
、
災
害
対
策
や
公

共
工
事
を
行
う
際
の
障
害
と
な
り
社
会
問
題
化

し
て
い
ま
す
が
、
本
町
の
総
合
窓
口
で
は
死
亡

届
を
受
理
後
、
死
亡
届
に
伴
う
諸
手
続
き
の
案

内
資
料
を
送
り
、
届
出
人
が
手
続
き
の
た
め
に

来
庁
さ
れ
た
際
、
関
連
す
る
相
続
登
記
な
ど
を

紹
介
す
る
、
き
め
細
か
い
対
応
が
所
有
者
不
明

土
地
の
増
加
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
る
と
、

「
日
経
グ
ロ
ー
カ
ル
」
や
、「
毎
日
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
誌
面
上
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
、
引
き
続
き
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは34ページに掲載しています。

精華台小学校

心豊かで思いやりのある子
・�１年生を迎える会：今年度は84人の１年生を迎えまし
た。各学年の出し物やゲーム、プレゼントなど笑顔いっ
ぱいの催しとなりました。

・�林間学習・体験学習：６月の林間学習では、ウォークラ
リー、キャンプファイヤー、野外炊飯など協力して活動
することができました。また、田植えや、デイサービス
センターでの体験的な学習、同志社大学グローバルコ
ミュニケーション学部と連携した外国語活動など特色あ
る活動も盛んに行っています。

元気でたくましい子
・�運動会：徒競走や団体競技、表現運動など、日ごろの練
習の成果を発揮します。
・�保健・食育指導：身体
測定と合わせて体や生
活についての指導や、
歯磨き指導などを行っ
ています。また、給食
時には栄養指導やかむ
ことの大切さなど食育
について話をしていま
す。 

　精華台小学校は平成13年４月に町内５番目の小学校と
して誕生しました。開校当時270人（９学級）だった児童
数も、６月現在593人（21学級＝１～４・６年各３、５年
４、特別支援学級２学級）ですが、最近は減少傾向にあり
ます。
　今年度は、学習発表会の開催や、委員会活動を地域支援
本部の方々に手伝って頂いたり、児童会のたてわり活動を
魅力あるものにする取り組みを進めています。また、地域
とともに学校を創るという気持ちで、学校・家庭・地域と
の連携を更に進めています。
「自ら磨き・伸ばし・拓く児童の育成」という教育目標の
もと、自ら学び、考え、主体的に判断できる能力や、豊か
な人間性とたくましく生きるための健康な体の育成を目指
すとともに、個性の伸長を図ります。その中でめざしてい
る３つの児童像とその取り組みを紹介します。

進んで学ぶ子
・�読書活動の充実：年３回の読書週間に取り組んでいま
す。読書ボランティア「のいちごさん」による読み聞かせ
も大人気です。

・�学力充実タイム：毎週木曜日の朝学習の時間に詩の朗読
や暗唱、漢字・計算学習などに取り組んでいます。

▼
日
時　
９
月
10
日
㈯

　
　
　
　

�

（
午
前
の
部
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
　
　
　

�

（
午
後
の
部
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時
30
分

▼
場
所　

�

京
都
府
立
け
い
は
ん
な
ホ
ー
ル

（
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
メ
イ
ン

ホ
ー
ル
）

▼
対
象　
町
内
在
住
で
満
75
歳
以
上
の
方

▼
内
容　
第
一
部　
式
典

　
　
　
　
第
二
部　
演
芸

　
　
　
　
◎
精
華
町
少
年
少
女
合
唱
団

　
　
　
　
◎
介
護
予
防
体
操

　
　
　
　
◎
素
人
寄
席

※�

対
象
者
の
方
に
は
７
月
中
旬
に
案
内
状
を
送

付
し
ま
す
。

ｑ
福
祉
課
高
齢
介
護
係
ｔ
95

－

１
９
０
４

昨年の敬老会の様子

一日も早い復興を 
～精華中学校、熊本地震義援金～

　精華中学校の生徒会の皆さんが、「熊本地震義援金」
を届けるため、５月31日（火）に町役場を訪れまし
た。精華中学校では、５月９日（月）から13日（金）の
５日間、生徒会
が中心となっ
て、熊本地震の
震災被害救済の
ため、校門や校
内で募金を呼び
掛けました。
　生徒会長の井上亜希子さんは「この義援金で一人で
も多くの方を助けられるよう祈っています。また一日
でも早い復興を願っています」と語ってくれました。
たくさんの生徒や先生方の協力があり、７万2795円
の義援金が集まり、精華町にお寄せいただきました。
　お寄せいただいた義援金は、日本赤十字社を通じ
て、全額被災された方々にお届けいたします。熊本地
震で被災された皆さんに、心よりお見舞い申し上げま
す。
　また、被災地の一日でも早い復興を心よりお祈り申
し上げます。

仲間とともに 家族とともに 地域とともに

ｑ精華台小学校ｔ98－0310、精華町役場�学校教育課�学校教育係ｔ95－1906

平
成
28
年
度

精
華
町
敬
老
会

～お知らせ～
　精華町では、障害者支援を推進するため、町内の障害者施設
において障害のある方々が一つひとつ心を込めて手作りした作
品（パン、クッキー、アクセサリー、陶器など）の販売を、毎月
第２木曜日午後４時から、役場庁舎図書館前交流スペース（２
階）で行っています。ぜひ一度お立ち寄りください。

July19 July 18

障害のある人もない人も安心して暮らせる社会をめざして

手話でコミュニケーション 第２回

ｑ福祉課 障害福祉係ｔ95－1904

ありがとう よろしくお願いします
左手の甲を上にして、パーにし
た右手を、左手の甲から上げな
がら軽く頭を下げる

顔の前でグーを作り、腕を
下ろしながら縦に手を開い
てパーで止める、その時に
軽く頭も下げる

平成28年４月１日から障害者差別解消法がスター
トし、障害のある人が困らないように配慮すること
が求められています。ここでは、障害のある人との
意思疎通の手段の１つとして、手話を紹介していま
す。今回はコミュニケーションに欠かせない２つの
言葉を紹介します。
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